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はじめに 

 

 我が国は、少子高齢化やグローバル化、また急速な情

報化の進展や技術革新など、社会を取り巻く環境は大き

く変化しています。また、児童虐待やいじめ問題、不登

校児童生徒の増加、子どもの貧困、さらには地域のつな

がりの希薄化など、子どもたちを取り巻く環境もますま

す複雑になっています。 

本市では、こうした社会の変化に対応しながら、教育

環境の更なる充実を図るため、これまで就学前から 10

年間を見据えた小中一貫教育の導入、演劇的手法を活用したコミュニケーション教育

の推進、加えて、児童生徒１人１台端末の導入のほか、様々な課題や困難を抱える子

どもの居場所づくりとして、校内フリースクールや「子ども第三の居場所」の設置な

ど、各種事業を着実に進めてまいりました。 

将来の変化を予測することが困難な時代と言われる中で、次代を担う子どもたちが

社会で生き抜く力を育むための教育環境の整備や、人生 100 年時代を見据え、生涯に

わたり生き生きと社会参加し続けられる「豊かな学び」を通して、宮津市に暮らす全

ての人々が幸せや生きがい、豊かさを感じられる社会の実現が求められています。 

 このため、国及び京都府の動向やこれまでの本市の現状と課題などを踏まえ、これ

からの教育の目指すべき方向性と今後５年間の教育施策を総合的かつ計画的に推進

するため「宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画」を策定しました。 

 本大綱・計画に掲げる目指す人間像「一人ひとりがともに学び続け、心豊かで明日

の宮津を創造していく人」を目指して、教育施策を市民の皆様とともに進めてまいり

ますので、引き続き、御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 結びに、宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画の策定にあたり、パブリックコ

メント等を通じて貴重な御意見等をいただきました市民の皆様、関係者の皆様に心か

らお礼申し上げます。 

 

  令和８年３月 

                  宮津市長  城 﨑 雅 文 
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１ 宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画の位置づけと期間                              
 

＜策定の目的＞ 

本市では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）

に基づき、平成 27 年に宮津市教育大綱を策定、また、本市の長期的な教育の方向性

を示す基本計画として、平成 28 年に宮津市教育振興基本計画を策定しました。 

さらに、令和３年には、宮津市教育大綱・教育振興基本計画（以下「第２期計画」

という。）を策定し、「豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり」を基本理念

として、その実現を目指しこれまで取組を進めてまいりました。 

こうした中、第２期計画の現状と課題を整理し、近年の社会情勢の変化、さらに

は教育関連法の改正など教育を取り巻く状況の変化を踏まえ、宮津市教育大綱・第

３期教育振興基本計画（以下「本計画」という。）を策定しました。 

 

＜策定の考え方＞ 

本計画は、教育課題の解決を計画的・体系的に図るため、本市の教育が目指す方向

や推進する施策を示したもので、教育基本法第 17 条第２項の規定に基づく教育の振

興のための施策に関する基本的な計画として策定しています。策定に当たり、国の第

４期にあたる教育振興基本計画（令和５年度～令和９年度）、京都府の第２期京都府

教育振興プラン（令和３年度～令和 12 年度）をはじめ、本市の市政運営の基本的な

指針である第７次宮津市総合計画（令和３年度～令和 12 年度）、第３期宮津市子ども・

子育て支援事業計画（令和７年度～令和 11 年度）等の関連する計画との整合を図っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本計画の期間＞ 

 

【『第７次宮津市総合計画』(令和３年度～令和 12 年度)から＜教育関連分＞】 
 

◆宮津市の目指す 10 年後の将来像(10 年後に実現を目指す宮津市の姿) 

共に創る みんなが活躍する 豊かなまち 〝みやづ″ 

＜豊かなまち＞ 

 〇受け継がれた産業を守り、新たな価値を創造するまち 

 〇子育てしやすく、子どもたちの声が響く明るいまち 

 〇人と人とがつながり、住む人も関わる人も安心して心地よく暮らせるまち 

 〇自然や歴史・文化を守り「ふるさと宮津」に誇りや愛着を持つまち 
 
◆重点プロジェクト(将来像の実現に向けて特に重点的に取り組むプロジェクト) 

 １ 若者が住みたいまちづくりプロジェクト（「学校教育」を含む） 

 ２ 宮津の宝を育むチャレンジプロジェクト（「文化財保存・活用」を含む） 
 
◆テーマ別戦略(将来像の実現に向けたまちづくりの方向性) 

  ５ ふるさとを大切に学びを深めるまちづくり 

（進めるべき施策分野の 10 年後に目指す姿として、「心豊かで生きがいのある人生 

を創造する充実した学びができるまち」(社会教育)、「人権感覚豊かな地域社会を創 

出するまち」(人権教育・啓発）、「明日の宮津を創り上げる人間性豊かな子どもを育 

成するまち」(学校教育)、「豊かな心と体が育まれる文化芸術・スポーツのまち」(文 

化・スポーツ振興)、「豊かな歴史文化の継承・活用を通じ、誇りと愛着が持てるまち」 

(文化財保存・活用)などを掲げている。) 
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本計画の期間は、『第７次宮津市総合計画』の基本計画（後期）の期間に合わせ、

令和８年度から令和 12 年度までとします。 

ただし、社会状況の変化等によって見直しの必要性が生じた場合は、その都度 

見直しを行います。 

また、本計画に基づく個別の事業や取組については、毎年度の予算編成等を通じ

て決定し、毎年度策定をする『宮津市教育の重点』で示していきます。 

 

 
 

R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12 

          

宮津市教育の重点 

※毎年度策定 

第７次宮津市総合計画 

（基本計画・前期） 

宮津市教育大綱・ 

第２期教育振興基本計画 

第７次宮津市総合計画 

（基本計画・後期） 

宮津市教育大綱・ 

第 3期教育振興基本計画 

宮津市教育の重点 

※毎年度策定 
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第１章 宮津市の教育の基本理念とめざす人間像 
 

１ 教育の基本理念とめざす人間像                               
   

＜「教育の基本理念」と「めざす人間像」を定めるにあたっての考え方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

【教育の基本理念】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【めざす人間像】 

 

 

 

 

 

 

豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり 

教育を通じた「学び」は、それぞれ「つながり、響き合い、広がっていく」ことで、

豊かな学びとして深まり、そこに関わる人々が幸福や生きがいを実感することで、ふる

さとを愛する人づくりや、10 年・20 年先の持続可能な地域社会の発展へと繋がります。 

宮津市では、就学前から 10 年間を見据えた小中一貫教育をはじめとした宮津の教育

の姿や取組により、「豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり」を進めることを

教育の基本理念とします。 

 現代社会は、少子高齢化、情報化、グローバル化※など急激に変化しており、家族形

態の変容、価値観やライフスタイルの多様化等を背景とした地域社会等のつながりや

支え合いの希薄化など、貴重な学びや成長の機会・場が失われる一因となっています。 

 将来の予測が困難な時代において、誰一人取り残さない持続可能で、より良い社会の

実現を目指すＳＤＧs※の理念も踏まえ、私たち一人ひとりが自分の良さや可能性を認

識し、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な

社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、「持続可能な社会の創り手」となるこ

とが求められています。 

宮津市では、こうした社会的背景や、教育基本法に掲げられた教育の基本理念なども

踏まえ、『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』の策定にあたり、以下の「教育

の基本理念」と「めざす人間像」を定めます。 

一人ひとりがともに学び続け、心豊かで明日の宮津を創造していく人 
 

教育の基本理念を踏まえ、子どもから大人までそれぞれのライフステージに応じ

て、心豊かで学び続けていくことが大切です。一人ひとりが豊かな学びを通して、ウ

ェルビーイング※の実現につながるよう、また、地域社会の創り手となるよう、「心豊

かで明日の宮津を創造していく人」をめざす人間像とします。 
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【宮津市の教育の基本理念 概念図】 

「心豊かで生きがいのあ

る人生を創造する学びの

推進」を目指して社会教

育・人権教育を振興 

「明日の宮津を創り上

げる人間性豊かな子ど

もの育成」を目指して

学校教育を振興 

「豊かな心と体を育む 

文化芸術・スポーツの 

推進」を目指して文化・ 

スポーツを振興 

「豊かな歴史文化の 

継承と活用」を目指 

して文化財の保存・活

用を振興 

未
来
・
幸
福 

【教育の基本理念】 
 

豊かな学びを深めて 

ふるさとを愛する人づくり 

 

ひ
ろ
が
る 

  

響
き
合
い 

  

つ
な
が
り 

【めざす人間像】 
 

一人ひとりがともに学び

続け、心豊かで明日の宮津

を創造していく人 

教育を通じた「学び」は、それぞれ「つながり、響き合い、広がっていく」ことで、豊

かな学びとして深まり、そこに関わる人々が幸福や生きがいを実感することで、ふるさと

を愛する人づくりや、持続可能な地域社会の発展へと繋がります。このため、 

豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり 

を教育の基本理念に、 

一人ひとりがともに学び続け、心豊かで明日の宮津を創造していく人 

をめざす人間像として、「宮津の新しい教育の創造」を進めていきます。 

 

 

 

 

「宮津の 

新しい 

教育」 

の創造 

教育の振興 
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豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり 
 

 

【めざす人間像】 

一人ひとりがともに学び続け、心豊かで明日の

宮津を創造していく人 

 

【 

教
育
の
基
本
理
念 

】 

【 

教
育
の
振
興
に
係
る
基
本
方
針 

と 

主
な
施
策
の
視
点 

】 

【基本方針１（社会教育・人権教育の振興に係る基本方針）】 
 

◆心豊かで生きがいのある人生を創造する学びの推進 
生涯にわたる学習機会を拡充し、心豊かでいきいきと学び続けられる社会教育を 

進めていきます。また、人権尊重の意識が日常生活のすみずみまで浸透した人権感覚 

豊かな社会を目指し、学校教育等と連携・協働して人権教育を進めていきます。 

 
【基本方針２（学校教育の振興に係る基本方針）】 
 

◆明日の宮津を創り上げる人間性豊かな子どもの育成 
就学前から10年間を見据えた小中一貫教育のこれまでの成果も踏まえ、子ども 

たち一人ひとりにとって豊かで多様な学びを通して、教育の質をさらに高め、「ふる 

さと宮津」に誇りと愛着を持てる学校教育を進めていきます。 

 

 
【基本方針３（文化・スポーツの振興に係る基本方針）】 
 

◆豊かな心と体を育む文化芸術・スポーツの推進 
活力のあるまちを目指して、豊かな心と体を育む文化芸術・スポーツの振興を進 

めていきます。 

 

 

 

 

【基本方針４（文化財保存・活用の振興に係る基本方針）】 
 

◆豊かな歴史文化の継承と活用 
「ふるさと宮津」に誇りと愛着が持てるよう、豊かな歴史文化の継承と活用を進めて

いきます。 

 

 

 

 

『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』 

～ つながり 響き合い 広がる教育 ～ 
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【社会教育・人権教育の振興に係る主な施策の視点】 
 
① 生涯にわたる多様な学習機会の拡充 

② 人権教育・啓発の推進 

③ 家庭や地域の教育力の向上 

④ ふるさとみやづ学の推進 

 
【学校教育の振興に係る主な施策の視点】 
 
①たくましい身体・確かな学力の育成と教育環境の充実 

②夢・志・豊かな感性を持った人づくり 

③地域と一体となった学校づくり 

 

【文化・スポーツの振興に係る主な施策の視点】 
 
①文化芸術活動の振興 

②スポーツに親しむ機会の充実 

 

【文化財保存・活用の振興に係る主な施策の視点】 
 
①歴史文化の価値を高め、未来へつなぐ 

②歴史文化を学び楽しみ、発信する 

 

実
際
の
事
業
・
取
組
は
毎
年
度
策
定
す
る
『
宮
津
市
教
育
の
重
点
』
で
示
す 

教育を通じた「学び」は、それぞれ「つながり、響き合い、広がっていく」ことで、豊かな

学びとして深まり、そこに関わる人々が幸福や生きがいを実感することで、ふるさとを愛する

人づくりや、持続可能な地域社会の発展へと繋がることから、 

豊かな学びを深めてふるさとを愛する人づくり 
を教育の基本理念に、 

一人ひとりがともに学び続け、 
心豊かで明日の宮津を創造していく人 

をめざす人間像として、「宮津の新しい教育の創造」を進めていきます。 

 
 

 

【『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』(令和８年度～令和 12 年度)の全体像 】 
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第２章 宮津市の教育の振興に係る基本方針と主な施策 
 

１ 心豊かで生きがいのある人生を創造する学びの推進                              
  

＜社会教育・人権教育の振興に係る現状分析・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜社会教育・人権教育の振興に係る基本方針＞ 

 

 

 

 

＜社会教育・人権教育の振興に係る主な施策＞ 

◆高齢化や少子化、人口減少に伴い、地域や団体での活動の縮小、参加者の減少や

固定化が進む中、各地区の公民館活動や市立図書館での様々な取組など一人ひ

とりのライフステージに応じた学習や活動の場を設けています。今後も、生涯

にわたりいきいきと学び続けられる取組を進めるとともに、個人の学びを活か

せる場を創出し、「学びを通した人間関係づくりや社会参画」、「学習成果を活か

した地域づくり」に向けた取組が必要です。 
 
◆地区公民館等の社会教育施設は、幅広い年齢層の住民が集い、様々な学びや仲間

づくりを行う地域コミュニティの場、災害時における避難場所など、地域の活

性化や安全・安心につながる拠点として大切な役割を担うものであります。    

一方でそれらの施設は、老朽化が進む中にあり、継続した活動拠点とするため

には、計画的な修繕や設備更新、また、ＩＣＴ※環境の整備や耐震対策などの機

能強化を行っていくことが必要です。 
 
◆令和 7 年度宮津市人権に関する市民意識調査結果では、14.3％が人権を侵害さ
れたと「思ったことがある」と回答しています。また、時代の変化に伴い、イン
ターネットやＳＮＳ※上での人権侵害やいじめ事例の問題や、ＬＧＢＴＱ※+（レ
ズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、クエスチョニング）
など性的指向や性自認に関する新たな人権課題が顕在化しており、それらを踏
まえた人権教育・啓発に取り組む必要があります。 

 
◆各学院・学校の学校運営協議会※において、学校と地域の連携・協働が進められ

るなか、地域資源を活かした子どもの学習環境や体験活動を充実させ、地域と

学校が相互にパートナーとした地域学校協働活動※を充実していくことが必要

です。また、家庭における教育力を高めることで、心豊かな人間性を育成して

いく必要があります。 
 
◆子どもたちが、自らの人生と地域や社会の未来を切り拓くために必要な「生きる

力」を育むことが求められるなか、市内の高校と地域等が連携・協働することで、

課題解決や社会参画する力を養うことが必要です。また、市内幼小中学校のふる

さとみやづ学※をはじめとした教育活動と連動して展開することで、各年代の多

様な学習や活動の機会を広げることが必要です。 

心豊かで生きがいのある人生を創造する学びの推進 
生涯にわたる学習機会を更に拡充し、心豊かでいきいきと学び続けられる社会  

教育を進めるとともに、人権尊重の意識が日常生活のすみずみまで浸透した人権

感覚豊かな社会を目指し、学校教育等と連携・協働して人権教育を進めていきま

す。 
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＜社会教育・人権教育の振興に係る主な施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【① 生涯にわたる多様な学習機会の拡充】 

 公民館の環境整備や市立図書館機能を向上することにより、ライフステージに

応じた様々な活動を充実し、また、それぞれの地域での特色を活かした取組を展

開することにより、生涯学習を推進します。 

 

◆公民館活動等を通じて、住民ニーズや現代的課題などに関する学習、健康づく 

りや文化活動など様々な取組を実施します。 

 

◆「生涯学習の拠点施設（地域の知の拠点）」として市立図書館の利用を促進す

るため、各世代に合わせた蔵書の充実、企画展示やイベント実施。また、図書

館システムの機能向上を行います。 

 

◆公民館などの社会教育施設について、計画的に環境整備を行います。 

 

【② 人権教育・啓発の推進】 

 人権教育・啓発の推進等により、人権を尊重する意識が日常生活のすみずみま

で浸透した人権感覚豊かな人づくりを進めます。 

 

◆学校、幼稚園・保育所（園）・認定こども園、事業所、公民館、家庭等あらゆ

る場を通じた人権教育・啓発を推進します。 

 

◆人権に関係する職業従事者に対する研修会の開催や指導者の養成、人権教育・

啓発資料等の充実に努めます。 
 

【③ 家庭や地域の教育力の向上】 

 子どもの学びや育ちを支えるため、各地域での多様な学習機会や体験活動を創 

出する地域学校協働活動の体制を強化するとともに、家庭における教育力を高め 

るための学習機会を充実します。 

 

◆各学校の学校運営協議会※を通じて、学校と地域が連携し、自然や歴史、伝統 

文化等を題材とした、地域学校協働活動※を展開します。 

 

◆地域における子どもの安全・安心な活動拠点（居場所）づくりとして、放課後

子ども教室※を実施します。 

 
◆家庭教育として、幼稚園・小中学校やＰＴＡと連携した出前講座や、保護者へ

の啓発・情報提供に取り組みます。 
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＜社会教育・人権教育の振興に係る数値目標＞ 

 Ｒ６(現況) Ｒ12(目標) 

公民館の利用者数 3.1 万人 3.7 万人 

市民一人当たりの図書の貸出冊数 7.0 冊 9.0 冊 

地域学校協働活動の実施数 121 回 180 回 

 

  

【④ ふるさとみやづ学の推進】 

宮津への理解と愛着を深めていくための「ふるさとみやづ学」を推進します。 

 

◆子どもから大人までのあらゆる世代が、様々な学習機会や体験活動を通じて、

歴史文化、自然、地域行事などに触れて学び合う「ふるさとみやづ学」※を推

進します。 

 

◆高校生が地域や事業所との連携を深めて、宮津を知り学び、課題解決に向けた

力を養う学習機会を創出します。 

 

◆高校生や小中学生が、地域と関わり、異年齢で交流して学べる放課後探究スクー

ル※を実施します。 
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２ 明日の宮津を創り上げる人間性豊かな子どもの育成                              
  

＜学校教育の振興に係る現状分析・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆時代とともに学び方も変化していきます。 

 子どもたちが将来、社会的に自立し活躍できる人材になるため、「自ら考え、判

断して学び続けていく力」「多様な人たちと協働して新たな価値を生み出す創造

力」「自分が思い描く未来を実現していく挑戦力」の育成を軸に、個別最適な学

びと協働的な学びの一体的な充実、探究的な学び※を重視して、新しい宮津の教

育の創造を進めていきます。 

 

◆全国学力・学習状況調査の結果において、全国平均を下回る教科・学年があるな

ど学力の定着に課題があると考えています。このため、引き続き、基礎・基本の

徹底、言語活動を通した表現力の育成、学習意欲の向上により、確かな学力の充

実・向上を図る必要があります。 

 

◆止まらない人口減少に伴い、今後さらに児童生徒数が減少し、学校の小規模化が

進むと考えられます。このため、子どもたちがお互いに多様な考えに触れ、認め

合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じて、思考力、表現力、判断力、課題

解決能力等を育み、社会性や規範意識を身に付けることができる学習環境を充

実させることが必要です。 

 

◆不登校や不登校傾向にある児童生徒が増加しています。また、児童虐待や生活困

窮など様々な課題や困難な状況下にある子どもの実態があります。また、小中学

校では特別支援教育※など多様な教育的ニーズに応える学校づくりが求められ

ています。このため、子どもたちが将来の社会的自立に向けて生き抜く力を育む

居場所づくりや、学校における学習活動の充実、いじめ等の生徒指導上の課題解

決や不登校児童生徒への対応、また、インクルーシブ教育※など支援体制の充実

が求められています。 

 

◆本市の子どもたちは、慣れた集団における会話は成立しても、互いに話し合って

結論を出す「対話」は苦手である傾向が見られます。国際化の進展に伴い、多様

な価値観を持つ人々と協力、協働しながら社会に貢献できる創造性豊かな人材

を育成することが重要です。このため、子どもたちが多様な人間関係、対等な関

係の中で自分を表現し、他者を理解できる基礎的なコミュニケーション能力を

育める授業実践や授業改善が必要です。 

 

◆急速な情報通信技術が進展する中、これまで各小中学校において児童生徒１人

１台端末やネットワーク環境を整備してきました。これからの超スマート社会

（Society5.0）※の実現に向け、子どもたちが将来にわたり学び続け、自立して

社会を生き抜くため、ＩＣＴ※などデジタルテクノロジー※の積極的な活用と未

来を見据えた次世代の教育の創造が求められています。このため、今後もＩＣＴ
※など積極的な活用に加え、効果的な活用を積み重ねた授業の実践が必要です。 
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＜学校教育の振興に係る基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

＜学校教育の振興に係る主な施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日の宮津を創り上げる人間性豊かな子どもの育成 

就学前から 10 年間を見据えた小中一貫教育のこれまでの成果も踏まえ、子ども

たち一人ひとりにとって豊かで多様な学びを通して教育の質をさらに高め、「ふる

さと宮津」に誇りと愛着を持てる学校教育を進めていきます。 

【① たくましい身体・確かな学力の育成と教育環境の充実】 
 子どもたちが心身ともに健やかでたくましく成長するとともに、学習の基盤と 
なる資質・能力（言語能力、情報活用能力、問題発見や課題解決していく力）など、 
確かな学力を育める教育環境を充実します。 
 
◆幼児期に育まれる主体性や協働性、また遊びを通した学びは、小学校以降の学
びや生涯にわたる生活の基盤となります。このため、個々の発達や学びが途切
れることなくスムーズにつながるよう、就学前から10年間を見据えた小中一貫
教育の更なる推進や保幼小中高等学校連携を進めます。 

 
◆「確かな学力の充実・向上」を目標にした『学力向上プラン』※に基づき、「基礎・
基本の徹底」「論理的思考力や表現力の育成」「ＩＣＴ※を活用した学習意欲の喚
起、個別最適な学びと協働的な学びの実現」に向け、算数・数学・国語、英語を
軸に、一人ひとりに応じた学力向上対策を展開します。 

 
◆ＧＩＧＡスクール構想※の実現を目指し、これまでの実践の蓄積にＩＣＴ※を融
合した教育を行うことで、多様な子どもたちを誰一人取り残すことなく、一人ひ
とりの能力や個性に応じて創造性を育む教育を推進します。 

 
◆「主体的・対話的で深い学び」※の実現に向け、児童生徒自らが興味や関心を持
ち、他者との対話で考えを広げ、理解を深めていくための探究的な学びや、課題
解決型学習を推進するとともに、算数・数学・国語の各教科に加え、世界とつな
がる英語力の向上に向けた学校における授業改善を推進します。 

 
◆様々な感染症や性に関する問題、飲酒・喫煙・薬物乱用と健康との関わりなど、
子どもたちが健康的な生活習慣を身に付けられるよう、学校と家庭等が連携した
取組を進めます。 

 
◆子どもたちの健やかな心身を育むため、学校等で体を動かす習慣を身に付け、運
動・スポーツの楽しさを感じ、体力や運動能力を高める取組を進めます。 

◆子どもたちが安全安心に学校生活を送ることができるよう、エアコン設置やト

イレ改修など学校施設を計画的に整備していくことが重要です。また、熱中症対

策として、今後学校体育館へのエアコン整備の検討を行うことが求められてい

ます。 
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◆安全・安心な食材の確保及び地産地消の促進を図り、栄養教諭等と連携し、魅力

ある献立づくりを進めるとともに、食育を通して児童生徒にとって望ましい食
習慣を身に付ける取組を推進します。 

 
◆子どもたちが安全安心に学校生活を送ることができるよう、各教室へのエアコ
ン設置や学校トイレの洋式化をはじめ校舎等の長寿命化を進めるほか、熱中症
対策に加え、災害時の避難所としての役割も視野に入れた体育館へのエアコン
整備を検討します。 

 
◆将来的に学校等の小規模化がさらに進むと見込まれることから、学校・幼稚園の
適正な配置に努めます。 

 
◆一人ひとりの教育的ニーズに丁寧に対応するために、特別支援教育支援員等を

適正に配置し、きめ細やかな支援により、確かな学力の向上、豊かな心の育成を
図ります。 

 
◆経済的に困難な状況に置かれている子どもはもとより、すべての子どもたちが
夢や希望を持って成長していけるよう、就学援助制度※の運用や、家庭での基本
的な生活習慣の確立と学習習慣の定着に係る取組などを進めます。 

 
◆勤務時間上限遵守に向けた取組等を通じ、教職員の心身の健康を保持するとと
もに、専科教員の配置や校務ＤＸ※の活用など教育効果の向上につながる「働き
方改革」※と「働きがい」の両立に向けた取組を推進します。 

 
【② 夢・志・豊かな感性を持った人づくり】 
子どもたちが多様な学びに触れ、夢・志・豊かな感性にあふれ、ふるさと宮津に 

誇りと愛情を持った子どもを育みます。 
 

◆子どもたちが地域社会の中で自ら学び、自ら考え、主体的に判断・表現し、行動
できる資質や能力を身に付けられるよう「ふるさとみやづ学」※のさらなる推進
を図ります。 

 
◆通常の学級に在籍する発達障害等のある児童生徒には、通級による指導を通し
て、個々の障害の状況に応じた指導を行うとともに、共生社会※の形成に向けた
インクルーシブ教育※システム構築に向けた特別支援教育※を推進します。 
 

◆演劇的活動などの表現手法を取り入れた授業や活動を積極的に取り入れ、子ど
もたちの自己肯定感や他者理解の向上を図るコミュニケーション教育を推進し
ます。 

 
◆自他を大切にし、人を思いやる心を育む道徳教育を充実するとともに、いじめや 
暴力を許さない学校づくりを進めます。 
 

◆教育支援センターの「こころのひろば」、小中学校の校内フリースクール※、子ど
も第三の居場所「みやづ子どもサポートセンター」“ぽけっと”※がそれぞれ連
携・協働して、様々な課題や困難を抱える子どもが安心して過ごすことができる
居場所づくりを充実させます。 
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＜学校教育の振興に係る数値目標＞ 

 Ｒ６(現況) Ｒ12(目標) 

全国学力・学習状況調査における 
教科に関する調査（算数・数学・ 
国語・英語）の平均正答率 

小６算数 
宮津市平均 64.0 
※全国平均  63.4 

※京都府平均 67.0 

全国平均、京
都府平均を常
に上回る状況 

中３数学 
宮津市平均 53.0 
※全国平均  52.5 

※京都府平均 53.0 

小６国語 
宮津市平均 67.0 
※全国平均  67.7 

※京都府平均 70.0 

中３国語 
宮津市平均 60.0 
※全国平均  58.1 

※京都府平均 59.0 

（R5） 
中３英語 

宮津市平均 46.0 
※全国平均  45.6 

※京都府平均 47.0 

将来の夢や目標を持っている生徒
の割合（全国学力・学習状況調
査） 

中３：40.5％ 
※全国平均   36.1％ 

※京都府平均 35.1％ 

50％を上回る 

今住んでいる地域の行事に参加し
ている児童生徒の割合（京都府学
びのパスポート） 

小６：45.0％ 
※京都府平均 29.4％ 

中３：48.0％ 
※京都府平均 16.9％ 

70％を上回る 

◆小中学校においては、校内教育相談体制を確立して組織的な支援を充実させる

とともに、不登校児童生徒の社会的自立に向けた取組を推進します。 
 
◆休み時間など教室以外の場所でリラックスでき、落ち着いて過ごせるスペース
がある学校づくりを進めます。 

 
◆中学校において、不登校及び不登校傾向にある生徒も含めたキャリア教育※の支
援を行うとともに、校種間、地域、関係機関とも連携し、児童生徒の夢や希望、
勤労観・職業観、生き方や進路などのキャリアプランニング能力※等を育成しま
す。 

 
【③ 地域と一体となった学校づくり】 
子どもたちが自分の力で人生や社会をよりよくできるという実感をもつことが 

できるよう、地域や社会と学校が連携・協働した教育活動を充実します。 
 
◆コミュニティ・スクール※（学校運営協議会※制度）において、学校と保護者、地 
域が対等な立場で現状や課題を共有し、熟議を重ねることで、「地域とともにあ 
る学校」を目指すとともに、自然や歴史、伝統文化等を題材とした宮津ならでは 
の地域学校協働活動※の取組を推進します。 
 

◆あらゆる災害を想定して、危機管理体制を強化するとともに、地域と連携し、自 

らの生命と安全を確保するための防災教育を進めていきます。 
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３ 豊かな心と体を育む文化芸術・スポーツの推進                              
  

＜文化・スポーツ振興に係る現状分析・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文化・スポーツ振興に係る基本方針＞ 

 

 

 

 

 

＜文化・スポーツ振興に係る主な施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな心と体を育む文化芸術・スポーツの推進 

活力のあるまちを目指して、豊かな心と体を育む文化芸術・スポーツの振興

を進めていきます。 

【① 文化芸術活動の振興】 

子どもから高齢者まで、様々な世代や立場の人々が生涯に渡り文化芸術に「親 

しむ」取組、文化芸術活動を通じた交流により文化芸術の輪を「広げる」取組、

文化団体協議会をはじめとする文化に携わる人々の活動の活性化支援や情報収

集、発信など「支える」取組を通じ、「文化芸術を通じた人とまちの元気づくり」

を進めます。 

 

◆京都府等と連携し、本物の文化芸術に触れる機会を創出します。 

 

◆普段、文化芸術に触れる機会が少ない人も参加しやすいよう、マルシェ※等を掛

け合わせた事業を展開します。 

◆近年、趣味や余暇の多様化が進み、新たな文化の創造など個々の文化活動への

参加は進みはじめている一方、文化の担い手の高齢化や人口減少等により、地

域の文化を支える力が弱まっています。 

 

◆子どもの頃から身近な文化活動に触れて体験する機会の創出や、大人になって

からも幅広く参加しやすく取り組んでみようと思える魅力ある文化活動のあり

方を検討する必要があります。 

 

◆地域に古くから伝わる伝統文化を後世に継承していくための担い手・つなぎ手

の育成や広く認知・体験してもらう機会の創出が求められています。 

 

◆令和３年度のスポーツに関するアンケート調査では、成人の週１回以上のスポ

ーツ実施率は 39.7％となっています。市民の心身の健康・ウェルビーイング※を

高め、まちの活力を生み出すため、子どもの頃から生涯に渡り、誰もが気軽にス

ポーツに親しめる機会創出や環境づくりを進める必要があります。 
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＜文化・スポーツの振興に係る数値目標＞ 

 Ｒ６（現況) Ｒ12（目標） 

広く一般市民等を参加対象とした市内で行われる
音楽・文化活動の回数 

40 回 48 回 

年 1 回以上、直接的に文化芸術に関わりを持つ
（活動・鑑賞・体験・運営ボランティアなど）市
民の割合 

79.4％ 
(R7) 87.0％ 

成人の週１回以上のスポーツ実施率 
39.7％ 
（R3） 

50.0％ 
（R9） 

◆市内で行われる文化芸術活動を通じ、市民とアーティストの交流機会の創出や、

地域内外の交流を促進します。 

 

◆文化団体協議会の活動支援や新たな文化の担い手・つなぎ手を育成し、市民の文

化活動の活性化に向け、活動、発表の機会を充実するなど、市民の創作活動、文

化芸術活動を促進します。 

 

◆文化芸術活動を魅力あるまちづくりにつなげるため、市のホームページやＳＮＳ
※など、多様なツールにより市内外に広く本市の文化芸術活動に係る情報を発信し

ます。 

 

【② スポーツに親しむ機会の充実】 

 ライフステージに応じたスポーツや競技スポーツの振興などスポーツを通じて

市民の心身の健康を高めるとともに、まちの活力を生み出す「スポーツを通じた

人とまちの元気づくり」を進めます。 
 

◆成人の週１回以上のスポーツ実施率 50％を目指し、宮津市スポーツ協会加盟の競

技協会、宮津市スポーツ推進委員、宮津市民実践活動センター、総合型地域スポ

ーツクラブ等※と連携したスポーツ教室等の開催など、ライフステージに応じたス

ポーツ活動を推進します。 

 

◆多様なニーズに対応したスポーツを支える環境を充実させるため、既存スポーツ

施設の整備・充実や活用促進、中学校部活動の地域展開等※に取り組みます。 

 

◆まちに元気を与える競技スポーツを振興するため、ジュニアスポーツ※団体と連携

し、トップアスリートとの交流や次世代選手の育成、競技団体組織の活性化、指

導者の育成・確保等に取り組みます。 

 

◆スポーツ交流によるまちの元気づくりに向け、プロスポーツチームとの交流や全

国的・広域的なスポーツ大会の誘致及び開催の支援等を実施します。 
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４ 豊かな歴史文化の継承と活用                              
  

＜文化財保存・活用の振興に係る現状分析・課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文化財保存・活用の振興に係る基本方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな歴史文化の継承と活用 

「ふるさと宮津」に誇りと愛着が持てるよう、豊かな歴史文化の継承と活用を進

めていきます。 

◆『宮津市文化財保存活用地域計画』※に示した現状と課題を解決するため、４つ

の重点プロジェクトを中心に事業を推進しています。持続可能な文化財※保存・

活用を実現するため、体制を整備する必要があります。 

 

◆天橋立の保全と継承について、丹後府中遺跡群※の発掘調査や重要文化的景観※

の整備を実施し、新たな価値の発見や、整備と継承、情報発信を推進しています。

天橋立の世界遺産※登録を目指して、天橋立の国際的な評価の確立と、持続可能

な保存・管理体制の構築を進める必要があります。 

 

◆宮津地区における町並みの保存と活用について、指定管理者と連携して旧三上

家住宅※の活用を行うとともに、重要文化的景観の追加選定を目指しています。

旧三上家住宅の保存・活用の方針を定め整備などを進めるとともに、重要文化的

景観の追加選定を行い、景観まちづくり、観光まちづくりに資する必要がありま

す。 

 

◆デジタル技術をもちいた情報発信について、宮津地区においてデジタルマップ

や多言語解説の整備を行いました。市域全体の文化財についても、資料のデジタ

ル化※とアーカイブ※の構築を進め、Ｗｅｂ※などでの情報発信につなげる必要が

あります。 

 

◆文化財※の保存・活用を担う人材育成について、ふるさとみやづ学※を社会教育、

学校教育と連携して推進しています。ふるさとみやづ学の定着や裾野の拡大、関

係機関との連携強化を図り、地域、学校と一体となって文化財※の保存・活用を

担う人材育成につなげる必要があります。 
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＜文化財保存・活用の振興に係る主な施策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜文化財保存・活用の振興に係る数値目標＞ 

 Ｒ６(現況) Ｒ12(目標) 

国・府・市指定等文化財の件数 210 225 

出前講座等の参加人数 700 1000 

【① 歴史文化の価値を高め、未来へつなぐ】 

 宮津市の歴史文化の価値を掘り起こし、高め、地域や学校と一体となって未来

へと継承します。 
 

◆文化財保存活用地域計画推進協議会を中心として「文化財保存活用地域計画」

を推進し、「文化財保存活用地域計画」の周知と、地域や学校と一体となった

文化財※の保存・活用を進めます。 
 

◆天橋立の世界遺産登録を目指し、京都府と連携して「顕著な普遍的価値」※の

確立と保存管理体制の整備を推進するとともに、「天橋立を世界遺産※にする

会」の支援を行い、天橋立を未来へと継承する機運醸成につなげます。 
 

◆国選定「宮津天橋立の文化的景観」について修景事業を推進し、地域の魅力を

高めるとともに、宮津地区の追加選定を行います。 
 

◆市内の重要遺跡の確認調査を継続的に実施し、新たな歴史資源の掘り起こしと

埋蔵文化財の保存・活用を進めます。 
 

◆市指定文化財をはじめ国・府の文化財指定等を行い、歴史資源の価値づけや保

存・活用を進めます。 
 

◆文化財所有者による修理事業を支援し、文化財※の保存・活用を進めます。 
 

◆無形の民俗文化財をはじめ、地域の伝統文化・芸能の継承を支援します。 
 

【②歴史文化を学び楽しみ、発信する】 

宮津市のすばらしい歴史文化を学び、楽しむとともに、その魅力を発信し、ま

ちづくりに活用します。 
 

◆旧三上家住宅※の保存活用の方針を定め、活用と整備を進めます。 
 

◆ふるさとみやづ学※について、その定着を図るとともに、関係機関との連携や協

働を進め、参加者や担い手の増加につなげます。 
 

◆歴史資料のデジタル化※とアーカイブ※の構築を進め、Ｗｅｂ※などでの情報発

信を充実します。 
 

◆京都府立丹後郷土資料館や旧三上家住宅※との連携を視野に入れて、宮津市歴

史資料館の活用について検討します。 
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第３章 教育大綱・第３期教育振興基本計画の推進について 

 

１ 本計画の進捗管理                  
 

＜本計画の管理体制＞ 

本計画の数値目標や主な施策の達成度、事業の進捗状況については、毎年度、宮津

市総合教育会議において点検・評価を行うとともに、宮津市教育委員会事務事業点検

評価※において点検評価委員の評価を受け、その結果を公表します。 
 
 

＜本計画の見直し等＞ 

本計画の中間年(３年目)と最終年(５年目)に数値目標や主な施策の達成度等を点

検し、複数年にわたる継続した教育の振興に係る変化を把握します。 

この把握結果を踏まえ、効果的な教育の振興を図るとともに、大綱・計画の目標  

達成に向けて取り組みます。また、達成度に基づき、数値目標の見直しを行います。 
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『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』の策定経過                  

 

【宮津市総合教育会議・パブリックコメント・宮津市教育委員会定例会】 

令和７年 12 月 １日(月) 令和７年度第１回宮津市総合教育会議 

 次期『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』

の策定について（現在の宮津市教育大綱・第２期教

育振興基本計画に係る現状分析・課題等に係る共

有、次期『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計

画（中間案）の確定に向けた意見交換』 

令和８年 １月 ８日(木) 

～令和８年１月 21 日(水) 

次期の『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』 

の中間案に係るパブリックコメントの実施 

令和８年２月 12 日（木） 令和７年度第２回宮津市総合教育会議 

 次期『宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画』

の策定について（次期の『宮津市教育大綱・第３期

教育振興基本計画』の確定に向けた確認、『令和８年

度宮津市教育の重点』（案）と『第２期宮津市学力向

上プラン』（案）に係る意見交換） 

令和８年２月 20 日（金） 令和８年第２回宮津市教育委員会定例会 

 宮津市教育大綱・第３期教育振興基本計画について 

令和８年３月 26 日（木） 令和８年第５回宮津市教育委員会定例会 

 第２期宮津市学力向上プランについて 

 令和８年度宮津市教育の重点について 
 

【宮津市教育委員会研究協議会】 

令和７年 ７月 24 日(木) 令和７年第２回宮津市教育委員会研究協議会 

令和７年 ８月 28 日(木) 令和７年第３回宮津市教育委員会研究協議会 

令和７年 ９月 26 日(金) 令和 7年第４回宮津市教育委員会研究協議会 

令和７年 10 月 28 日(火) 令和 7年第５回宮津市教育委員会研究協議会 

令和７年 11 月 28 日(金) 令和７年第６回宮津市教育委員会研究協議会 

令和８年 １月 27 日(火) 令和８年第 1回宮津市教育委員会研究協議会 
 

【その他】 

令和７年 ９月 ３日(水) 宮津市校園長会議 
 
令和７年 ９月 10 日(水) 

～令和７年９月 30日(火) 

[アンケート調査]宮津市立小学校児童（５・６年生） 

[アンケート調査]宮津市立中学校生徒（１・２・３年生） 

[アンケート調査]15 歳～18 歳までの市民 

令和７年 ９月 26 日(金) 宮津市社会教育委員会 

令和７年 10 月 ２日(木) 宮津市公民館長・主事会 

令和７年 10 月 宮津市文化団体協議会（役員）、宮津市スポーツ協会（役員） 

令和７年 10 月 10 日(金) 宮津市校園長会議 

令和７年 10 月 17 日(金) 宮津市文化財保存活用地域計画推進協議会 
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資料編                                    

 

１ 用語解説 
 

行 

 

用語 

 

解説 
掲載 

ページ 

あ アーカイブ コンピューターなどを用いて、一体的、体系的に保存・

管理されたデータ群。 

17・18 

ＩＣＴ Information and Communication Technology の略称。

情報や通信に関する技術の総称。 

8・11 

・12 

インクルーシブ教育 教育の現場においては、「すべての子どもを包括する教

育」のことで、障害の有無にかかわらず子どもが共に学

ぶ仕組みのこと。 

11・13 

Ｗｅｂ World Wide Web（ワールドワイドウェブ）の略称。イン

ターネット上の文字や画像、動画などの閲覧を可能にす

るサービス。 

17・18 

ウェルビーイング 身体的、精神的、社会的に良好で満たされた状態を指す

概念。 

4・15 

ＳＤＧｓ 持続可能な開発目標として 2015 年に国連で採択された

2030 年までに持続可能でより良い世界を目指すための

17 の国際目標です。 

4 

ＳＮＳ Social Networking Service（ソーシャルネットワーキ

ングサービス）の略称。人と人との社会的なつながりを

維持・促進する様々な機能を提供する会員制のオンライ

ンサービス。 

8・16 

ＬＧＢＴＱ 性的指向や性自認の違いで分けられるレズビアン、ゲ

イ、バイセクシュアル、トランスジェンダー、クエスチ

ョニングの頭文字をとった性的少数者を表す総称。 

8 

か 学力向上プラン 「基礎的知識及び技能の習得・定着」、「論理的思考力や

表現力の育成」、「学びに向かう力、人間性等の育成」を

目標として、5年間の子どもたちの確かな学力の充実・

向上に向けた市独自の計画。 

12 

課題解決型学習 児童生徒が主体となって情報収集・分析・議論・発表を

重ねながら答えを導く探究的・協働的な学習方法。 

12 

課題解決能力 児童生徒自ら問題を見つけて解決する力を育成するこ

と。 

11 
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か コミュニティ・スクー

ル（学校運営協議会） 

学校と地域住民等が力を合わせて学校の運営に取り組む

ことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を

図るための仕組み。 

8・9・ 

14 

ＧＩＧＡスクール構想 1 人 1 台端末や高速大容量の通信ネットワーク等の学校

ICT 環境を整備・活用することによって、教育の質を向

上させ、全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適

な学び」と「協働的な学び」を実現することを目的とし

たもの。 

12 

規範意識 集団生活や社会生活におけるきまりやルール、約束など

の規範に基づいて、主体的に判断し行動しようとする意

識。 

 

キャリア教育 子どもたちが将来の生き方や職業について学び、社会

的・職業的に自立するための力を育む教育。 

14 

キャリアプランニング

能力 

児童生徒が自らの将来を計画し、実践し、学び、選択す

る力を指す。 

14 

旧三上家住宅 江戸時代に城下町有数の商家であった三上家の旧宅。国

の重要文化財。酒造業、廻船業、糸問屋等の道具類が展

示され、外観の美しい白壁は江戸時代の面影を残してい

る。 

17 

共生社会 障害の有無や年齢・性別の違いなど、様々な違いのある

人々が相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら、

共に生きていく社会のこと。 

13 

グローバル化 資本や労働力の国境を超えた移動が活発化するととも

に、貿易を通じた商品・サービスの取引や、海外への投

資が増大することによって世界における経済的な結びつ

きが深まること。 

4 

顕著な普遍的価値 

（OUV） 

Outstanding Universal Value の訳語で、OUV と略称され

る。世界遺産において、国家間の境界を超越し、人類全

体にとって現代及び将来世代に共通した重要性をもつよ

うな、傑出した文化的な意義又は自然的な価値を意味す

る。 

18 

校内フリースクール 学校の空き教室を利用して、不登校の子どもたちに柔軟

な学習環境を提供する仕組み。 

13 

校務ＤＸ デジタル技術を活用して学校の業務を改革し、教職員の

働きやすさや教育活動の質向上を目指す取組。 

13 
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さ 重要文化的景観 人々の生活、生業、風土による形成された景観地。特に

重要なものが、重要文化的景観に選定される。「宮津天橋

立の文化的景観」が国の重要文化的景観に選定。 

17 

主体的で対話的で深い

学び 

「主体的な学び」とは、学ぶことに興味や関心を持ち、

見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振

り返って次につなげること。「対話的な学び」とは、協

働、対話、考えること等を通じ、自己の考えを広げ深め

ること。「深い学び」とは、知識を相互に関連付けてよ

り深く理解したり、問題を見いだして解決策を考えたり

すること等にむかうこと。 

12 

就学援助制度 経済的な理由で教育を受けることが困難な家庭に対し

て、必要な支援を提供する公的な制度。 

13 

ジュニアスポーツ 心身の健全な育成・発達や競技力向上を目指し、主に

18 歳以下の子どもたちが行うスポーツ活動。 

16 

世界遺産 

一国にとどまらず人類全体にとって、貴重でかけがえの

ない財産。1972 年、ユネスコ総会で世界遺産条約が採択

され人類全体の財産を将来に伝えていく取組みが始まっ

た。 

17・18 

全国学力・学習状況調査 義務教育の機会均等と水準の維持向上を目的とした全国

的な児童生徒の学力や学習状況の調査。 

11 

総合型地域スポーツクラ

ブ 

地域住民が自主的に運営し、子どもから高齢者まで、誰

もが様々なスポーツを気軽に楽しめる地域に根ざした、

多種目・多世代・多志向のスポーツクラブ。 

16 

た 探究的な学び 児童生徒が自らの興味や疑問に基づいて課題を設定し、

情報を収集・分析しながら主体的・対話的に解決策を見

いだす学習プロセス。 

11・12 

丹後府中遺跡群 府中地区は、古代の国府や中世の守護所が置かれた丹後

国の中心地。奈良時代から室町時代にかけて重要な遺跡

が集中する。丹後国分寺跡、成相寺旧境内は国の史跡に

指定。 

17 

地域学校協働活動 地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、

民間企業、団体・ 機関等の幅広い地域住民等の参画を

得て、地域全体で子供たちの学びや成長を支えるととも

に、 「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域

と学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う

様々な活動。 

8・9・

14 
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た 中学校部活動の地域展

開 

学校の教員が中心となって担ってきた部活動の運営や指

導を、地域のクラブや団体、外部指導者などと連携・移

行していく取組。 

16 

超スマート社会

（Society5.0） 

サイバー（デ ジタル）とフィジカル（実体）を融合さ

せる最先端の技術を使い、社会課題の解決と経済発展を

両立させながら、人間中心の社会の構築を目指す取組。 

11 

デジタル化 従来アナログや紙で行っていた業務やプロセスを、デジ

タル技術を活用して電子化・自動化することを指す。 

17・18 

デジタルテクノロジー コンピューターやインターネットなどを活用した、情報

処理や制御技術などの総称。 

11 

特別支援教育 障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主体

的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一

人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、

生活や学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指

導及び必要な支援を行うもの。 

11・13 

は 働き方改革 学校の教職員の労働環境を改善し、持続可能な働き方を

実現するための取組。 

13 

ふるさとみやづ学 本市の豊かな自然や食文化、伝統産業、歴史・文化遺産

といった様々な地域資源を活用し、体験的学びを通して

自分の生まれ育ったまちを理解し、故郷に誇りと愛着を

持てる人を地域全体で育てることを目的とした市独自の

カリキュラム。 

8・10 

13・17 

18 

文化財 

我が国の長い歴史の中で生まれ、はぐくまれ、今日まで

守り伝えられてきた貴重な国民的財産。文化財保護法に

基づき、重要なものが国宝、重要文化財、史跡、名勝、天

然記念物等として指定、選定、登録される。 

7・8 

17・18 

放課後子ども教室 小学校の子どもたちが放課後を安全・安心に過ごし、多

様な活動ができるよう、地域住民等の参画を得て、体験

や学習などの取組を行う事業。 

9 

放課後探究スクール 前尾記念クロスワークセンターＭＩＹＡＺＵにおいて、

小・中・高校生が異年齢で交流し、宮津の地域資源を題

材とした様々なテーマにより、学校外での学びを深める

協働的な探究学習の場。 

10 

ま マルシェ 生産者が直接消費者に商品を対面販売するイベント。 15 

みやづ子どもサポート

センター」“ぽけっと 

学校・家庭以外のもう一つの安心できる居場所として、

生活や学習等の環境に困難を抱える子どもや、不登校及

13 
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び不登校傾向にある子どもたちを対象に、学習や食事・

体験活動など将来の自立に向けて生き抜く力を育成する

子ども第三の居場所。 

宮津市教育委員会事務

事業点検評価 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づき、教

育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況

について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表するこ

と。 

19 

宮津市文化財保存活用

地域計画 

地域における文化財の保存と活用に関する総合的な計画

で、文化財保護法第 183 条の３に基づく法定計画。 

17 
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２ アンケート調査結果 

 

 ●調査対象 宮津市立小学校５・６年生 

 ●調査期日 令和７年 9月 10日～9月 30日 

 

 

回答率 

  小学生 

調査者数 203 

回答者数 188 

回 答 率 92.6% 

 

 ●小学校調査結果 

Q1.あなたの学校名を教えてください。 

宮津小学校 115 57.8% 

栗田小学校 23 11.6% 

吉津小学校 16 8.0% 

府中小学校 24 17.6% 

日置小学校 10 5.0% 

 

 

Q2.あなたの学年を教えてください。 

小学 5年生 101 50.8% 

小学 6年生 87 49.2% 

 

 

 

Q3.学校生活は楽しいですか。（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 100 53.2% 

どちらといえば楽しい 65 34.6% 

どちらかといえば楽しくない 13 6.9% 

楽しくない 10 5.3% 

 

 

 

 

 

 

宮津小学校, 

57.8%

栗田小学校, 

11.6%

吉津小学校, 

8.0%
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5.0%

小学5年生, 

50.8%

小学6年生, 

49.2%

楽しい, 

53.2%
どちらか

といえば

楽しい, 

34.6%

どちらか

といえば

楽しくな

い, 

6.9%

楽しくな

い, 

5.3%
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Q4.学校生活の中で一番楽しいと感じるときはどん

なときですか。（あてはまるもの１つにチェック） 

登下校のとき 10 5.3% 

授業時間 9 4.8% 

休み時間 70 37.2% 

給食の時間 12 6.4% 

クラブ活動 23 12.2% 

委員会活動、係活動 3 1.6% 

そうじの時間 2 1.1% 

行事のとき（運動会など） 23 12.2% 

放課後 16 8.5% 

楽しいと感じるときはない 6 3.2% 

その他 14 7.4% 

 

●「その他」の内容 

 ・休み時間と委員会と行事と給食 ・友達と遊んでいる時  ・いっぱい喋れるから 

 ・全部 
 

 ・わからない     

 ・体育の跳び箱の時  ・家庭科の授業で料理をしている時   

 ・ノートに字を書くとき  ・二人の友達との時間 まあ簡単に言って休み時間やな（笑）  

 ・全部！ 
 

 ・友達と話したり遊んだりする時    

 ・全部 
 

 ・〇〇先生と一緒にカマキリを探す事、〇〇先生と一緒に話す事 

 ・友達と遊ぶ時   ・全部楽しい         

 

Q5.あなたは学校の学習内容がどのくらい分かりますか。

（あてはまるもの１つにチェック） 

分かる 77 41.0% 

どちらかといえば分かる 98 52.1% 

どちらかといえば分からない 9 4.8% 

分からない 4 2.1% 

 

どちらかといえ

ば分からない 

算数 5 

国語 2 

社会 2 

分からない 
算数 3 

理科社会 1 

  

5.3%
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7.4%
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掃除の時間

行事（運動会など）

放課後
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その他
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い, 4.8%
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●「どちらかといえば分からない」・「分からない」と答えた理由 

・悲しいとかがおおいからわからない ・むずいから ・算数が大嫌い 

・理解するのが難しいから  ・ついていけないから ・難しい問題があるから 

・式や図形の問題がむずかしい ・漢字が覚えるのが苦手   

・受けていないから  ・難しい    

・先生の言っている意味がみんなは、わかっているけど自分だけわからない  

・人物とか、年表とかが分からないから ・難しいし、計算や、図を書くのが苦手 

 

Q6.一人一台端末（タブレット）を使った授業について、どのよ

うに感じていますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 120 63.8% 

どちらといえば楽しい 57 30.3% 

どちらかといえば楽しくない 8 4.3% 

楽しくない 3 1.6% 

 

●「どちらかといえば楽しくない」・「楽しくない」と答えた理由 

・おもんないから      ・授業のことばっかだから 

・楽しいときとた楽しくないときがあるから    ・算数は難しいから  自由に触れない 

・新しいタブレットになって慣れるのに大変だから。ホームボタンがないから大変。 

・提出期限が早い使い方が分かりにくい    ・計算とか図を見るとかだから 

・使い方がわからない時があったり、提出期限を忘れるときなどがあるから   

・動きが重かったりして使いにくいから      

・社会などでまとめる時があるからあまり楽しめない     

 

Q7総合的な学習の時間（ふるさとみやづ学）を活用した取組について、どのように感じていますか。（あてはまるもの１

つにチェック） 

楽しい 128 68.1% 

どちらといえば楽しい 47 25.0% 

どちらかといえば楽しくない 10 5.3% 

楽しくない 3 1.6% 

 

●「どちらかといえば楽しくない」・「楽しくない」と答えた理由 

・あまり興味がないから      ・楽しくないから   ・田植えが大変だったから 

・好きじゃないから  ・つまらないから   ・歴史などにあまり興味がないから 

・稲刈りをして腕が痒くなったから ・おもんない   ・普段とあまり変わらない 

・おもしろくないから  ・虫が苦手なので自然観察が嫌だけど歴史とかはまあまあ楽しいから  

楽しい, 

63.8%

どちらか
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30.3%
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い, 4.3%
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Q8（宮津小学校 6年生のみお答えください。）コミュニケーション教育について、どのように感じていますか。（あては

まるもの１つにチェック） 

楽しい 32 65.3% 

どちらといえば楽しい 10 20.4% 

どちらかといえば楽しくない 4 8.2% 

楽しくない 3 6.1% 

 

●「どちらかといえば楽しくない」・「楽しくない」と答えた理由 

・おもんない      

・楽しくないから      

・児童集会などでたまにするとき無理やりやらされている感がある  

・話しても聞いていなかったりするから     

・みんなと話さなきゃいけないから ほか       

 

 

Q9あなたは、今学校で学んでいること（ふるさとみやづ学、コミュニケーション教育、課題解決型学習、タブレット学

習など）が、将来に役立つと思いますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

思う 134 71.3% 

どちらかといえば思う 46 24.5% 

どちらかといえば思わない 4 2.1% 

思わない 4 2.1% 

 

 

 

Q10.放課後はどのように過ごすことが多いですか。（あてはまるもの１つにチェック） 

放課後児童クラブ 8 4.3% 

習い事（スポーツ関係や芸術関係） 25 13.3% 

学習塾（家庭教師も含む） 5 2.7% 

友だちと家の中で遊ぶ 34 18.1% 

友だちと家の外で遊ぶ 23 12.2% 

公共施設（図書館など） 1 0.5% 

家族と過ごす 32 17.0% 

家で一人でいる 38 20.2% 

その他 22 11.7% 
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●「その他」の内容 

・放課後はないです  ・水は習字、他は家で家族と過ごす。最近は友達と遊ぶ  ・宿題  ・釣り 

・時による   ・放課後児童クラブ、家に姉弟だけ、習い事 

・絵を描いたり本を読んだりする ・家に帰ってから友だちと一緒に遊んでから家で宿題をする  ・授業 

・友達と家の外と中で遊ぶ  ・家族といるけど一人で遊んでいる（自分の意思） 

・キッズさん   ・家族はいるけど一人で遊んでいる 

・習い事と友達と遊ぶ  ・宿題が終わったらおじいちゃんおばあちゃんの家に行く  ・友達と電話 

・児童放課後デイサービス  ・ゲームの中で友達と遊ぶ 

・家で宿題をする(自主勉強) ・電話をしてゲームをする   ・体育館で野球 ほか 

 

Q11.あなたは、これからの学校でどのような学びを期待しますか。（あてはまるものすべてにチェック） 

友だちと一緒に話し合って問題を考え、答えを導き出す学び（コミュニケーション教育） 120 32.6% 

学校の外に出向いたり、外から人を招いて話を聞いたり、さまざまな人や自然など地域を理解する学び（ふる

さとみやづ学） 

90 24.5% 

タブレット端末を活用して、興味や関心（日本や世界の地域・文化など）のあることを深める学び 89 24.2% 

インターネットを活用して日本や世界各地の子ども達と共通したことを一緒に深める学び 64 17.4% 

その他 5 1.4% 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q12.あなたはこれからどのような学校（環境）になればいいと思いますか。（あてはまるものすべてにチェック） 

教室以外の場所でリラックスでき、落ち着いて過ごせるスペースがある学校 131 35.9% 

友だちや先生に何でも話せて相談でき、安心して過ごせる居心地のいい学校 124 34.0% 

一緒に遊んだり学んだりする友だちがもっと多い学校（今よりも人数が多い大きな学校） 83 22.7% 

一緒に遊んだり学んだりする友だちがもっと少ない学校（今よりも人数が少ない小さな学校） 16 4.4% 

その他 11 3.0% 

 

 

 

 

 

32.6%

24.5%

24.2%

17.4%

1.4%
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Q13.あなたは住んでいる地域の行事（自治会、子ども会の行事やお祭り）などに参加していますか。（あてはまるもの１

つにチェック） 

参加している 133 70.7% 

どちらかといえば参加している 40 21.3% 

どちらかといえば参加していない 15 8.0% 

参加していない 0 0.0% 

 

 

 

Q14.あなたは住んでいる地域の大人たちに、見守られていると感じていますか。（あてはまるもの 1つにチェック） 

感じる 100 53.2% 

どちらかといえば感じる 46 24.5% 

どちらかといえば感じない 3 1.6% 

感じない 6 3.2% 

分からない 33 17.6% 

 

 

 

Q15.あなたは夢や目標を持っていますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

持っている 124 66.0% 

どちらかといえば持っている 32 17.0% 

どちらかといえば持っていない 15 8.0% 

持っていない 17 9.0% 

 

 

 

Q16.あなたは大人になっても宮津市に住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

思う 37 19.7% 

どちらかといえば思う 11 5.9% 

一度外に出てみたいが、また戻ってきたい 84 44.7% 

どちらかといえば思わない 9 4.8% 

思わない 21 11.2% 

分からない 26 13.8% 
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持っている, 

66.0%
どちらかとい

えば持ってい

る, 17.0%

どちらかといえ

ば持っていない, 

8.0%

持ってい

ない, 

9.0%
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Q17.あなたはどんなときに幸せを感じますか。（あてはまるもの２つにチェック） 

家族と過ごしているとき 101 29.5% 

友だちと遊んでいるとき 57 16.7% 

学校で勉強しているとき 0 0.0% 

好きなものを食べているとき 14 4.1% 

自分の頑張っていることがうまくいったとき 25 7.3% 

一人でいるとき 6 1.8% 

ゲームをしているとき 30 8.8% 

友だちと話をしたり笑っているとき 40 11.7% 

好きなことをしているとき 54 15.8% 

その他 15 4.4% 

 

●「その他」の内容 

・放課後になったとき 
    

・カマキリを探しているとき、カマキリの餌を探しているとき、イカ釣りや釣りをしてい

るとき、〇〇先生と一緒に勉強したり遊んだりするとき 

・友達と話しながら絵を描いている時 
   

・歌歌ってる時絵描ているとき 
   

・感じない 
     

・私の大切な人と過ごす時 
    

・時による 
     

・全て 
     

・全部 
     

・釣り 
     

・怒られたりする以外ずっと幸せ 
   

・野球をしている時 
    

・ご飯を食べられているとき 
   

・お金をもらったとき 
    

・家族と過ごしている時と好きなものを食べてる時と友達と遊んでいる時と好きなこ

とをしている時と友達と話をしたり笑っているとき 

・勉強しているとき       

 

 

 

29.5%

16.7%

0.0%

4.1%

7.3%

1.8%

8.8%

11.7%

15.8%

4.4%

0.0% 20.0% 40.0%

家族と過ごしているとき

友だちと遊んでいるとき

学校で勉強しているとき

好きなものを食べている

とき

自分の頑張っていること

がうまくいったとき

一人でいるとき

ゲームをしているとき

友だちと話をしたり笑っ

ているとき

好きなことをしていると

き

その他
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●調査対象 宮津市立中学校１・２・３年生 

●調査期日 令和７年 9月 10日～9月 30日 

 

 

 回答率 

  中学生 

調査者数 254 

回答者数 218 

回 答 率 85.8% 

 

 

●中学校調査結果 

Q1.あなたの学校名を教えてください。 

宮津中学校 185 84.9% 

栗田中学校 33 15.1% 

 

 

 

Q2.あなたの学年を教えてください。 

中学 1年生 74 33.9% 

中学 2年生 64 29.4% 

中学 3年生 80 36.7% 

 

 

 

Q3.学校生活は楽しいですか。（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 108 49.5% 

どちらといえば楽しい 91 41.7% 

どちらかといえば楽しくない 15 6.9% 

楽しくない 4 1.8% 

 

 

  

宮津中学校, 84.9%
栗田中学校, 15.1%

中学1年生, 

33.9%

中学2年生, 

29.4%

中学3年生, 

36.7%

楽しい, 

49.5%どちらといえば

楽しい, 41.7%

どちらかといえば

楽しくない, 6.9%

楽しくない, 1.8%
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Q4.学校生活の中で一番楽しいと感じるときはどんなときですか。（あてはまるもの１つにチェック） 

登下校のとき 11 5.0% 

授業時間 8 3.7% 

休み時間 58 26.6% 

給食の時間 12 5.5% 

部活動 64 29.4% 

委員会活動、係活動 2 0.9% 

そうじの時間 1 0.5% 

行事のとき（体育祭など） 37 17.0% 

放課後 9 4.1% 

楽しいと感じるときはない 4 1.8% 

その他 12 5.5% 

 

●「その他」の内容 

・すべて 
 

・学習会     ・体育の授業中 

・全部 
 

・嫌いな人が近くにいない or話しかけてこないとき ・班活動  

・家に帰るとき ・友だちと喋っている（話している）とき   ・掃除以外の全部 

 

 

Q5.あなたは学校の学習内容がどのくらい分かりますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

分かる 50 22.9% 

どちらかといえば分かる 123 56.4% 

どちらかといえば分からない 36 16.5% 

分からない 9 4.1% 

 

 

 

どちらかといえ

ば分からない 

数学 13 

国語 2 

社会 6 

英語 16 

理科 4 

分からない 

数学 4 

社会 1 

英語 2 

理科 2 

5.0%

3.7%

26.6%

5.5%

29.4%

0.9%

0.5%

17.0%

4.1%

1.8%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

登下校のとき

授業時間

休み時間

給食の時間

部活動

委員会活動、係活動

そうじの時間

行事のとき（体育祭など）

放課後

楽しいと感じるときはない

その他

分かる, 22.9%

どちらかといえば

分かる, 56.4%

どちらかといえば分から

ない, 16.5%

分からない, 4.1%

・難しいから  ・進むスピードが速い ・意欲的に取り組めない ・授業を受けているから 

・理解できないから ・あまり文法をしっかり教えられてないから ・興味がないから 

・授業に行っていないから ・言葉の意味がわからない ・分からないから 

・授業を受けれてないため ・英語が読めない ・先生の説明がわかりやすい 

・難しい、言ってることがよくわからない、頭に入ってこない、そもそも社会が苦手 

・先生が喋っていることの意味があまりわからない ・イオンが難しすぎる 

・計算が苦手 ・英語が苦手なのと、教科書を使ってやるのが苦手だから ほか 

●「どちらかといえば分からない」・「分からない」と答えた理由 
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Q6.一人一台端末（タブレット）を使った授業について、どのように感じていますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 116 53.2% 

どちらといえば楽しい 93 42.7% 

どちらかといえば楽しくない 7 3.2% 

楽しくない 2 0.9% 

 

●「どちらかといえば楽しくなく」・「楽しくない」と答えた理由 

・嫌いだから。よくわからないから ・いちいち準備するのは少しめんどくさいし、集中ができないから 

・わからない  ・タブレット使わん授業の方が多い   

・授業に行っていないから ・特にタブレットを使って楽しいと思うことはない  

・悪用もできるから   ・どうでもいいから       

 

Q7総合的な学習の時間（ふるさとみやづ学）を活用した取組について、どのように感じていますか（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 85 39.0% 

どちらといえば楽しい 100 45.9% 

どちらかといえば楽しくない 27 12.4% 

楽しくない 6 2.8% 

 

●「どちらかといえば楽しくない」・「楽しくない」と答えた理由 

 

 

 

 

 

 

 

Q8（宮津中学校生徒のみお答えください。）コミュニケーション教育について、どのように感じていますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

楽しい 103 55.7% 

どちらといえば楽しい 66 35.7% 

どちらかといえば楽しくない 10 5.4% 

楽しくない 6 3.2% 

 

●「どちらかといえば楽しくない」・「楽しくない」と答えた理由 

・やっていないから ・楽しくないから ・滅多にすることがないから ・理由はない 

・よくわからないから ・楽しいとあまり感じないから ・仲も深まるし仲良くない人と喋れるから 

・難しいから ・覚えてないから ・コミュニケーションが得意ではないから  ほか 

楽しい, 

53.2%
どちらかといえば

楽しい, 42.7%

どちらかといえば楽しくな

い, 3.2%

楽しくない, 

0.9%

楽しい, 

39.0%

どちらかといえば

楽しい, 45.9%

どちらかといえば楽し

くない, 12.4%

楽しくない, 

2.8%

・難しいから  ・職場体験以外があまり気がのらないから  ・面白くない  ・宮津に興味がないから   

・将来のことであんまりワクワクすることがない  ・あまり興味がないから  ・どちらかといえば楽しくないから 

・考えるだけ考えるから、考えて実際には取り組むことや行動に移すことがないため 

・自分の生まれた故郷だからもうある程度知っているから何回も同じ所を学習するのに飽きた 

・体験学習とかは楽しいけどそれ以外は好きじゃない  ・考える内容が難しいから  ・自由じゃないから ほか 

楽しい, 

55.7%

どちらかといえば楽しい, 

35.7%

どちらかといえば

楽しくない, 5.4%

楽しくない, 3.2%
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Q9あなたは、今学校で学んでいること（ふるさとみやづ学、コミュニケーション教育、課題解決型学習、タブレット学習など）が、将 

来に役立つと思いますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

思う 129 59.2% 

どちらかといえば思う 79 36.2% 

どちらかといえば思わない 8 3.7% 

思わない 2 0.9% 

 

 

●「どちらかといえば思わない」・「思わない」と答えた理由 

・将来使わないことが多いから ・必要性がない ・やる必要がないから 

・自分のふるさとは仕事にはそんなに関係ないと思う。だけどコミュニケーションは今はどの仕事をするのにも大切だと思う 

・タブレットは今後必要だから ・具体的に使われているところを見ない 

・あまり覚えてないと思うから ・特に理由はない   

・別に宮津のことを周りに伝えたりすることがないと思うから。 

 

 

Q10.放課後はどのように過ごすことが多いですか（あてはまるもの１つにチェック） 

部活動 101 46.3% 

習い事（スポーツ関係や芸術関係） 14 6.4% 

学習塾（家庭教師も含む） 25 11.5% 

友だちと家の中で遊ぶ 7 3.2% 

友だちと家の外で遊ぶ 11 5.0% 

公共施設（図書館など） 2 0.9% 

家族と過ごす 23 10.6% 

家で一人でいる 31 14.2% 

その他 4 1.8% 

●「その他」の内容 

・適当に過ごしている ・野球をする ・家で寝る ・家での自主練 

 

 

 

 

 

 

 

 

思う, 

59.2%

どちらかといえば

思う, 36.2%

どちらかといえば

思わない, 3.7%

思わない, 

0.9%

46.3%

6.4%

11.5%

3.2%

5.0%

0.9%

10.6%

14.2%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

部活動

習い事（スポーツ関係や芸術…

学習塾（家庭教師も含む）

友だちと家の中で遊ぶ

友だちと家の外で遊ぶ

公共施設（図書館など）

家族と過ごす

家で一人でいる

その他
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Q11.あなたは、これからの学校でどのような学びを期待しますか（あてはまるものすべてにチェック） 

友だちと一緒に話し合って問題を考え、答えを導き出す学び（コミュニケーション教育） 163 38.5% 

学校の外に出向いたり、外から人を招いて話を聞いたり、さまざまな人や自然など地域を理解する学び（ふるさとみやづ学） 89 21.0% 

タブレット端末を活用して、興味や関心（日本や世界の地域・文化など）のあることを深める学び 107 25.3% 

インターネットを活用して日本や世界各地の子ども達と共通したことを一緒に深める学び 59 13.9% 

その他 5 1.2% 

 

 

Q12.あなたはこれからどのような学校（環境）になればいいと思いますか。（あてはまるものすべてにチェック） 

教室以外の場所でリラックスでき、落ち着いて過ごせるスペースがある学校 140 35.0% 

友だちや先生に何でも話せて相談でき、安心して過ごせる居心地のいい学校 154 38.5% 

一緒に遊んだり学んだりする友だちがもっと多い学校（今よりも人数が多い大きな学校） 84 21.0% 

一緒に遊んだり学んだりする友だちがもっと少ない学校（今よりも人数が少ない小さな学校） 15 3.8% 

その他 7 1.8% 

●「その他」の内容 

・自分でいられる場所   

・過ごしにくい環境や状況がない教室や、より学びやすく、

わかりやすい教師の授業 

・帰りたい時に帰れる   

・程よい人間関係を築ける学校 

・一緒に遊んだり学んだりする友達は今のままがいい 

・今のまま    

・平和な環境     

 

 

 

 

38.5%

21.0%

25.3%

13.9%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

友だちと一緒に話し合って問題を考え、答えを導き出す学び（コミュ

ニケーション教育）

学校の外に出向いたり、外から人を招いて話を聞いたり、さまざまな

人や自然など地域を理解する学び（ふるさとみやづ学）

タブレット端末を活用して、興味や関心（日本や世界の地域・文化な

ど）のあることを深める学び

インターネットを活用して日本や世界各地の子ども達と共通したこと

を一緒に深める学び

その他

35.0%

38.5%

21.0%

3.8%

1.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

教室以外の場所でリラックスでき、

落ち着いて過ごせるスペースがある

学校

友だちや先生に何でも話せて相談で

き、安心して過ごせる居心地のいい

学校

一緒に遊んだり学んだりする友だち

がもっと多い学校（今よりも人数が

多い大きな学校）

一緒に遊んだり学んだりする友だち

がもっと少ない学校（今よりも人数

が少ない小さな学校）

その他
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Q13.あなたは住んでいる地域の行事（自治会、子ども会の行事やお祭り）などに参加していますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

参加している 109 50.0% 

どちらかといえば参加している 57 26.1% 

どちらかといえば参加していない 20 9.2% 

参加していない 32 14.7% 

 

 

 

 

Q14.あなたは住んでいる地域の大人たちに、見守られていると感じていますか。（あてはまるもの 1つにチェック） 

感じる 84 38.5% 

どちらかといえば感じる 70 32.1% 

どちらかといえば感じない 17 7.8% 

感じない 7 3.2% 

分からない 40 18.3% 

 

 

 

 

Q15.あなたは夢や目標を持っていますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

持っている 101 46.3% 

どちらかといえば持っている 69 31.7% 

どちらかといえば持っていない 24 11.0% 

持っていない 24 11.0% 

 

 

 

 

Q16.あなたは大人になっても宮津市に住み続けたいと思いますか。（あてはまるもの１つにチェック） 

思う 19 8.7% 

どちらかといえば思う 9 4.1% 

一度外に出てみたいが、また戻ってきたい 69 31.7% 

どちらかといえば思わない 34 15.6% 

思わない 42 19.3% 

分からない 45 20.6% 

 

参加してい

る, 50.0%どちらかと

いえば参加

している, 

26.1%

どちらかと

いえば参加

していない, 

9.2%

参加してい

ない, 

14.7%

感じる, 

38.5%

どちらかと

いえば感じ

る, 32.1%

どちらかと

いえば感じ

ない, 7.8%

感じない, 

3.2%

分からない, 

18.3%

思う, 

8.7%
どちらかと

いえば思う, 

4.1%

一度外に出

てみたい

が、また

戻ってきた

い, 31.7%
どちらかと

いえば思わ

ない, 

15.6%

思わない, 

19.3%

分からな

い, 

20.6%

持っている, 

46.3%

どちらかといえば持っ

ている, 31.7%

どちらかといえば持っ

ていない, 11.0%

持っていない, 11.0%
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Q17.あなたはどんなときに幸せを感じますか。（あてはまるもの２つにチェック） 

家族と過ごしているとき 69 16.2% 

友だちと遊んでいるとき 77 18.1% 

学校で勉強しているとき 0 0.0% 

好きなものを食べているとき 35 8.2% 

自分の頑張っていることがうまくいったとき 51 12.0% 

一人でいるとき 30 7.1% 

ゲームをしているとき 22 5.2% 

友だちと話をしたり笑っているとき 66 15.5% 

好きなことをしているとき 69 16.2% 

その他 6 1.4% 

 

 

  

16.2%

18.1%

0.0%

8.2%

12.0%

7.1%

5.2%

15.5%

16.2%

1.4%

0.0% 10.0% 20.0%

家族と過ごしているとき

友だちと遊んでいるとき

学校で勉強しているとき

好きなものを食べている

とき

自分の頑張っていること

がうまくいったとき

一人でいるとき

ゲームをしているとき

友だちと話をしたり笑って

いるとき

好きなことをしているとき

その他
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●調査対象 15歳から 18歳までの市民 

●調査期日 令和７年９月１０日～９月３０日 

回答率 

  15～18歳 

調査者数 100 

回答者数 33 

回 答 率 33.0% 

 

●15歳から 18歳までの市民調査結果 

  Q1.あなたの現在の状況を教えてください。 

高等学校に在学している 31 93.9% 

就職している 0 0.0% 

その他 2 6.1% 

●その他 

工業高等専門学校に在学している 

京都府立与謝の海支援学校 

 

Q2.あなたは小中学校の総合的な学習の時間等で学んだ「ふるさとみやづ学」を通して、あなたの住む宮津市についての感想を 

お聞きします。（あてはまるもの１つにチェック） 

〇宮津市への愛着が深まりましたか。 

深まった 10 30.3% 

どちらかといえば深まった 18 54.5% 

どちらかといえば深まらなかった 0 0.0% 

深まらなかった 5 15.2% 

 

 

 

〇宮津市への誇りが持てましたか 

持てた 9 27.3% 

どちらかといえば持てた 18 54.5% 

どちらかといえば持てなかった 1 3.0% 

持てなかった 5 15.2% 

 

 

 

 

 

高等学校に在学して

いる, 93.9%
その他, 6.1%

深まった, 

30.3%

どちらかといえば深まった, 

54.5%

深まらなかった, 

15.2%

持てた, 

27.3%

どちらかといえば持てた, 

54.5%

どちらかといえ

ば持てなかった, 

3.0%

持てなかった, 

15.2%
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〇宮津市への理解が深まりましたか 

深まった 19 57.6% 

どちらかといえば深まった 11 33.3% 

どちらかといえば深まらなかった 0 0.0% 

深まっていない 3 9.1% 

 

 

 

〇宮津市に対して何かしたいと思いましたか 

思った 7 21.2% 

どちらかといえば思った 12 36.4% 

どちらかといえば思わなかった 7 21.2% 

思わなかった 7 21.2% 

 

 

●「思った」「どちらかといえば思った」と回答した内容 

・商店街がシャッター街になっている    

・ボランティアや地域の行事に積極的に参加すること   

・学んだ技術を活かして地元の建設業を支えたい   

・宮津市の魅力を他都道府県の人に伝えたいと思った   

・宮津に帰ってきたい     

・コンビニ増やして欲しい（栗田にスーパーを！）   

・宮津市の行政に関わりたい    

・天橋立以外にも宮津に来てもらえるような取り組みをしたいと思いました 

・活性化させたい。     

・意外と知られてないかったりする歴史があったなとふるさとみやづ学をして思ったので、それを発信する事はどうかな

と思いました 

・宮津市の課題解決     

・観光客や住みたいと思って貰えるような影響を与えたい  

・宮津市の人口を増やす。     

・人口減少問題や天橋立への観光客の誘致など解決するのが決して簡単なことでは無い問題に自分は何ができるのか考

えようと思った 

・人口を増やしたい     

・宮津を活性化させたい     

・地域経済の活性化に関する活動       

 

深まった, 

57.6%

どちらかといえ
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Q4.あなたは小中学校での学び（学習や部活等）を高等学校又は社会生活で活かせていると思いますか。（あてはまるもの１つに 

チェック） 

思う 19 57.6% 

どちらかといえば思う 10 30.3% 

どちらかといえば思わない 3 9.1% 

思わない 1 3.0% 

●「思う」「どちらかといえば思う）と答えた理由 

・数学や英語の基礎は生かされてます 
    

・行事などで 
      

・授業にしっかりついていける 
    

・自分が知りたいことを試行錯誤しながら調べることができた 
  

・中学の部活で身についたチームワーク 
   

・礼儀正しく授業を受けることが出来ていると思うから 
  

・中学校での勉強が高校でとても役に立っているから 
  

・学習面で、高等学校につながる面が多いため 
   

・基礎的な考えとして存在しており、そこから発展で使用するような内容が多々あったから 

・礼儀や相手を思いやる心を知れる。 
    

・部活や学校行事を通して、それぞれをより良いものにするには個人や全体の努力の積み重ねが大事だと思ったからです 

・礼儀やマナーが身について、人に流されることがなくなったから 
 

・特になし 
      

・自分は高校で一から友達と仲良くなっていく環境だったので人との関わり方などが活かせていると思います 

・自分の中で 1番成長したと思うからです 
   

・部活でつけた体力が活かせてるから 
    

・基礎知識として高校の授業に出てくるから。 
   

・探究活動で宮津の課題について考えたから 
   

・礼儀や作法を学べる機会だから 集団行動を学べるから 
  

・高校での学習で関連付けて学びが深まっていると感じているから 
 

・マナーや態度をしっかりとできているから。 
   

・生徒主体で課題設定から解決策までをしたことは高校の探究の授業でも生かされたから 

・今までより理解が深まったから 
    

・知識としては活かせるところはあるかもしれないけど、発揮するところがあまりないので活かせているかどうか分からな

いから 

・safariや部活で活用できたから。 
    

・地域の特色を知ると他の地域の個性が際立つ       

 

●「どちらかといえば思わない」「思わない」と答えた理由 

無駄だと思います   

 

思う, 

57.6%

どちらか
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思う, 
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どちらかといえ
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Q5.あなたは小中学校でもっと学びたかった内容などはありましたか（あてはまるもの１つにチェック） 

ある 6 18.2% 

どちらかといえばある 4 12.1% 

どちらかといえばない 13 39.4% 

ない 10 30.3% 

●「ある」「どちらかといえばある」と答えた理由 

・体育     

・技術や防災に関わることを学びたかった  

・全て     

・英語を話す力、プログラミング   

・宮津市にもっとはじめから興味、関心を持っていたらよかった。 

・歴史     

・宮津小学校の歴史についてもっと学びたかった  

・宮津で地域のために頑張っている大人の方やその内容(どんな人がどんなことをしているのか) 

・積立 NISA     

・丹後についてもう少し深掘りしたかったから   

 

Q6.あなたは現在、学校生活や日常生活を過ごす中で、今の小中学生にアドバイスするとしたら、どんなアドバイスをしますか 

・小学生のうちはあまり電子機器を触らない方がいいです。友達と体を動かして遊びましょう。 

・仲間との思い出を大切に 
   

・頑張って 
     

・勉強をしっかりしておくことと楽しむこと 
  

・今を全力で楽しんでほしい 
   

・スマホなどに囚われず、自分で考え、友達と会話することを忘れないでほしい 

・よく食べてよく寝てください 
   

・勉強する習慣をつけておくこと 
   

・1日を大切に！ 
    

・宮津市でどこにお金を使うか子供からの意見を募って、福祉の人達に伝える活動をしてほしい 

・高校選びは慎重に 
    

・1日 1日を大切にし、自分が後悔しないような生活を送れるように頑張る 

・睡眠 
     

・何か熱中するものをつくってほしいと思います。 
  

・時間は無限じゃない 
    

・今できること(部活とか行事とか)はその時しかないから全力で楽しむべきだと思います！ 

・今しかできないことを楽しんで 
   

・なんでも全力で楽しむことが大切です 
  

・積み重ねの大事なものはしっかりやっておく事が一番大事だし、今しかない時間を楽しんでください 

ある, 
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どちらか
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・自主学習の習慣をつけておいた方がいいこと 
  

・今のうちに沢山遊んでおくべき 
   

・時間の使い方をいろいろ試してみて欲しい。 
  

・自分の興味あることに一生懸命になること 
  

・しっかり食べて寝る 
    

・地域を好きになって興味を持っておくこと 
  

・ルールは守ろう。 
    

・自分の事ばかりでなく周りの人のことを考えた最低限のマナーを守った行動を意識して欲しい(特に公共の場では) 

・勉強大切 
     

・色んな事にチャレンジして欲しい 
   

・毎日勉強しろなんて言いません！けど遊びや趣味にしても、1日 1日の些細なことにしても何のためにやってる

のか、何に繋がるのかとか小さな小さなことでいいから目標を立てていって、それをクリアしていく習慣をつけたら

高校生活をもっと楽しめるようになるし、いい力になるから、すっごい難しいけどやってみて(意識だけでも)ほしい

です！あと給食はぜっったい大事にすること！こんなにいい給食を出してもらえるのは素敵すぎるから大切な時間

にしてほしいなと強く思います 

・じゃんじゃん遊ぼう 
    

・なにごとも全力で楽しむこと,,>᎑<,, 
  

・今やれることを楽しんでください       

 

Q7.あなたは現在の高校生活又は社会生活に満足していますか（あてはまるもの１つにチェック） 

満足している 15 45.5% 

どちらかといえば満足している 14 42.4% 

どちらかといえば満足していない 1 3.0% 

満足していない 3 9.1% 

●「どちらかといえば満足していない」「満足していない」と答えた理由 

中学校より楽しくないから 

学校になじめていないから 

部活動に不満がある   

 

Q8.あなたは夢や目標を持っていますか（あてはまるもの１つにチェック） 

持っている 14 42.4% 

どちらかといえば持っている 10 30.3% 

どちらかといえば持っていない 6 18.2% 

持っていない 3 9.1% 

●「どちらかといえば持っていない」「持っていない」と 

答えた理由 

・持っていないから 
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・自分が将来何をしていたいか分からないから   ・お金が欲しい  ・やりたいことがない 

・夢はあるがどうやって実現するかのビジョンがない。  ・たくさんの職業を知らないから 

・迷い中だから   ・わからないから。  ・将来どんな仕事に就きたいのか未だに分からないから 

 

Q9.あなたは将来、宮津市に住み続けたいと思いますか（あてはまるもの１つにチェック） 

思う 0 0.0% 

どちらかといえば思う 2 6.1% 

一度市外に出てみたいが、また戻ってきたい 16 48.5% 

どちらかといえば思わない 5 15.2% 

思わない 5 15.2% 

分からない 5 15.2% 

 

●「どちらかといえば思う」と答えた理由 

・仕事の関係などで市外に住むこともあると思うが、最終的には住み慣れた自然豊かな宮津で落ち着いて生活したい

と思っているから 

 

●「一度市外に出てみたいが、また戻ってきたい」と答えた理由 

・宮津の自然や環境が好きだから普通にこっちで暮らしたい 

・宮津市の自然豊かな所が好きだから 

・過ごしやすいから 

・経験をしたい 

・一度、外の世界を知ることも大切だと思うから。 

・社会を知りたい。  ・日本は広いから。 

・宮津は自然がたくさんで色んな人に広めていきたいので、市外に出ても戻ってきてこっちで仕事がしたいから ほか 

 

●「どちらかといえば思わない」と答えた理由 

・私の夢が航空会社で働くことなので宮津には空港がないからです。でもおばあちゃんになったら戻って来たいです！ 

・休みの日に遊べるところが少なかったり、欲しいものがすぐ手に入りにくいと思うからです 

・世界は広いので外に出てさまざまなことを学びたいから 

・あまり住むメリットがないから 

・多分市外で就職すると思う(´；ω；｀) 

 

●「思わない」と答えた理由                        

・何も無いから   ・夢を叶えるためには出ないといけないから  ・海外へ行きたいから  ・将来働く場所がないから 
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